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クロレラのプロテインチロシンフォスファターゼ、マトリックスメタロプロテ 

アーゼ、カスパーゼ、サイトカイン遊離、Ｂ・Ｔ細胞の増殖、ホルボール 

エステル受容体結合への作用 

Journal of Medicinal Food （２００４年）に掲載 

 

 

 

〔研究目的〕 

クロレラやクロレラ抽出物の持つ様々な薬理効果については、ヒトや実験動物における多くの試験で

認められています。それらの作用機序を明らかにすることを目的として、試験を実施しました。 
 

〔実験方法〕 

クロレラ粉末品について各種酵素活性、レセプター結合、細胞からのサイトカイン放出およびB細胞や

T細胞の増殖に対する作用を52種のin vitro評価法を用いて検討しました｡ 

 

〔結 果〕 

本試験で確認された結果に基づき、改善が期待されるクロレラの作用を表１にまとめました。 

 

 

 

 

表１．クロレラの摂取により期待できる作用 

抑制作用確認項目 期待できる作用 

プロテインチロシンフォスファターゼ CD45 免疫調整作用 

プロテインチロシンフォスファターゼ PTP1C 自己免疫疾患での免疫制御 

プロテインチロシンフォスファターゼ PTP1B 乳癌，卵巣癌への作用 

プロテインチロシンフォスファターゼ T-細胞 T 細胞に対する免疫調整作用 

マトリックスメタロプロテアーゼ１，３，７，９ 
癌，リウマチ，自己免疫疾患，歯周炎，組織潰

瘍，アテローム性動脈硬化，動脈瘤，心臓病 

カスパーゼ３，６，７，８ アルツハイマー，パーキンソン，脳/心筋虚血 

ホルボールエステル 発癌物質の作用抑制 
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